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はじめに

ヒラメは雄に比べ，雌の方が成長のよいことが知ら

れている。 1，2)従って，養殖をするうえで，雌だけを

種苗とした方が経営上有利なため，雌性発生による種

苗の全雌化技術の開発が行われている。

しかし，第2極体放出阻止による雌性発生2倍体ヒ

ラメにも，雄が出現することが知られており，これま

での研究から，性分化期とされる時期3.4)Iこ高水温で

飼育することが，雄化の主な要因と考えられてい
る。 5.6)

そこで今回の試験では，性分化期にヒラメの成長に

適すると考えられる水温帯7)で，異なる水温の 3区を

設けて飼育し，各水温が性比に及ぼす影響について検

討し，若干の知見を得たので報告する。

材料と方法

1.供試魚

供試魚には，当試験場で生産，養成した通常発生の

雌ヒラメ (3才，全長45.5cm，体重1.15kg)と雄マダイ

(尾叉長51.2cm，体重1.8kg)から搾出法で得た卵およ

び精子を用いて， 1994年5月26日に能性発生させたも

のを用いた。

雌性発生の方法は，以下の方法で行った。マダイか

ら得た精液10mllま，淡水産硬骨魚用生理食塩水(NaCI

0.75， KCI 0.02， CaCIz 0.02， NaHC03 0.002重量%)

で20倍に希釈した。精子の遺伝子の不活化は，希釈精

液を f90mmのシャーレに20mlづっ分注し， 0.583mW/ 

cnlの紫外線を60秒間照射して行った。これを湿重69.35

Eの卵(2，110個/g，卵径1.00士0.08四)に媒精した。

第2極体放出阻止は，媒精100秒後lこ0.3-0.6'Cに調

温したろ過海水中に移し， 45分間の低温処理により行っ

た。低品処理後の卵は，微注水，徴通気したポリカー

ボネート裂の500e円形水槽に収容し，翌日別の500e 
円形水槽に浮上卵を8，700個移しふ化させ，ふ化後40

日まで継続飼育した。

2.試験設定と飼育方法

ふ化後40日に，ポリカーボネート製の200e円形水

槽4基に各220尾収容し，ふ化後90日までそれぞれ異

なる水温設定条件下で飼育した。

設定条件は，水温18'C，20"c， 22'Cの3区および水

温コントロールを行わない対照区の言十4区とした。

水温のコントロールには，ヒートポンプと海水用クー

ラーを用いた。 90日目にろ過海水の水温(26.4'C)まで

上昇させ，その後も112日まで同水槽で継続して飼育

した。

飼育水は，各区ともろ過海水を毎分4e注水し，換

水率では28.8回転/日となった。

水温測定は，連続水温測定装置を用い 1時間ごと

に記録した。

ふ化後112日から性判定までの飼育水槽は，飼育密

度によるストレスを防ぐため， 200日まで500I水槽4

基， 240日まで 1t水槽4基，それ以降は 5t水槽 2

基， 3 t水槽， 4 t水槽各1基を使用した。なお，ふ

化後240日までは屋内，それ以後は屋外で飼育した。

餌科は，シオミズツボワムシをふ化後4日から24日
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まで 3-30個体1m!・日，アルテミア幼生をふ化後14

日から57日まで0.2-8個体1m!・日，魚肉ミンチ，モ

イスト用配合飼料およびピタミン等を含んだ増粘剤を

混合したそイストベレットをふ化後40日から性判定ま

で与えた。

性の判定は，ふ化後291-307日目に各区100尾を開

腹し，生殖線を肉眼で観察し雄雄を判定した。

また，試験設定開始時のふ化後40日に50!固体，性判

定時に各区100個体について，全長，体重を測定した。

結果

1.水温

飼育期間中の水温は，図1のとおりであった。また，

試験期間の平均水温は表1に示したように.18"C区は

18.2士0.3t. 20"C区は19.9土0.6t.22"C区は22.0士

o.rc.対照区は25.2士1.3"Cであり，水温はほぼ設定

どおりであった。しかし.20"C区では試験開始から 5

-6日目にヒートポンプの不調から，約8時間ろ過海

水の水温(24.8-24.9"C)まで上昇した。
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2.性比，全長・体重および生残率

性比，全長・体重および生残率を表1に示した。

性比は，全区とも雄が100%(各n=100)で 1尾の

雌も確認されなかった。

全長，体重は，試験設定時のふ化後40日で，全区平

均8.9士1.9mm.7.5土4.3g(nニ 50).性判定時で. 18 

℃区が277.6士27.4胴. 241. 9士62.9g. 20t区が281.1

='=26.6四. 245.0士62.3g.22t区が286.5士25.5mm.

257.9=，=68.5g. 対日吉区が282.6土24.9皿. 246.2士65.3

g (各n=100)であった。

性判定時までの生残率は.18"C区92%.20'C区81%.

22t区72%.対照区79%であり，死亡原因のほとんど

はふ化後55日から性判定まで20回以上も発，1'したエド

ワジエラ症によるものであった。

考察

今回設定した 3試験区の水温は，これまで雌への性

分化が正常に行われると報告されている水温帯にあっ

た。 5，6)しかし，対照区を含めた全区で雄が100%であっ

たことは，水温以外の雌イヒを阻害する要因が大きく影

響したと考えられる。
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図1 飼育期間中の水温変動
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表 1 飼育結果

試験区名 18
0

C区 20
0

C区 22
0

C区 対照区

飼育水温 CC) 18.2+0.3 19.9::!::0.6 22.0+ 0.1 25. 2::!:: 1. 3 
雌の割合(%) 。 。 。 。
ふ化後初日

全長 (mm) 8.9::!::1.9 
体重 (g) 7.5土4.3

性判定時

全長 (mm) 277.6土27.4 281.1士26.6 286.5+ 25. 5 282.6+24.9 
体重 (g) 241. 9土62.9 245.0士62.3 257. 9::!:: 68.5 246. 2::!:: 65.3 

生残率(%) 91. 8 80. 9 72. 3 78. 6 

今回の試験結果に影響したと考えられる要因として

は，まず稚魚期の餌科が考えられる。これまでにも通

常発生ヒラメを用いた試験で，配合飼料をふ化後36日

から給餌したものと，配合飼料無給餌のものとでは，

無給餌のものの雌の出現率が有意に低くなったと報告

されている。 8)また，通常発生および雌性発生ヒラメ

において，特定の配合飼料をふ化後22-103日の稚魚

期に与えると雌の率が100%になったという報告もあ

る。 5)これらのことから，今回の試験でも餌料によっ

て，雄が100%という結果になった可能性もある。

また，ふ化後86-137日に雌性ホルモンを経口投与

することによって雄化する報告8)があることから，ふ

イヒ後40-90日の設定では短すぎた可能性や，試験終了

後の水温上昇が急激すぎたことが，雌化を阻害した可

能性も考えられる。

さらに低成長個体にとって水槽底に定位できないこ

とが，ストレスとなって，雌化が阻害されたという報

告"があり，今回の試験でも，ふ化後初日頃から240

日まで，個体数に対して水橋が狭く，低成長個体に限

らず定位できないものがいた。また， 20回以上も発生

したエドワジエラ症治療のために行った絶食，薬浴も

ストレスとなって，雌化を阻害した可能性もある。

今後，雄性発生によって金難種苗生産を確実に行う

ためには，上記の要因についてさらに検討を重ねる必

要があると思われる。

要約

1 )第2極体放出阻止型雌性発生2倍体ヒラメ稚魚に

対して，性分化期と考えられるふ化後40-90日ま

で，成長に適した水温18，20， 22
0

Cの3区を設定

し，性比に及ぼす影響を調べた。

2 )その結果，試験3区，対照区とも雄の出現率が100

%で， 1尾の雌も確認されなかった。

3 )以上の結果から，水温以外の雌化を阻害する要因

が大きく影響したと考えられた。
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